
３月８日、としま産業振興プラザに、

本部執行委員と中央委員の総勢５３名が

集まり第２３回中央委員会を開催しまし

た。主催者挨拶として津田委員長は、職

場政策として公休出勤・窓口業務の延長・

有給休暇の自粛等様々な繁忙期対策を行

い大変な苦労があると思っています。し

かし、私が毎年申し上げている通り職場

政策を何でもやって良いというわけでは

ありません。体を壊してはなりませんし、

各支部が持っているカードをすべて出し

切るわけにはいきません。

昨年の入所者数の動向をみると

東急（－６６９人）、武蔵境（－

５３１人）、石神井（－４８１人）

など大手教習所を含めて１２校所

が入所減、逆に小金井と町田は大

幅に入所増となるなど職場によっ

て明暗を分けた結果になりました。

東京の閉鎖は昨年日立が、今年も

１校閉鎖の情報が入ってきました。

このように自教業界は厳しい情
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勢におかれています。一方、組合員の賃金はま

だまだ社会水準においついておらず、長時間労

働も恒常化しています。定年延長も重要課題で

す。１９春闘では仲間と団結し私たちの要求を

前進させていこうと訴えました。

春闘方針提起では、熊谷書記長が大幅賃上げ

を求める声と同時に、各支部から６５歳までの

定年延長や継続雇用者の賃金・労働条件改善要

求が多く上がっているのが実態。重い要求では

ありますが、必ず実現させていきましょうと訴

えました。

質疑応答で大澤中央委員は、春闘方針を賛成

の立場で、昨年、和解が成立した市川中央支部

が東自教労組の仲間の支援のおかげで平穏な職

場になったとの報告がありました。また、１９

春闘では争議が長期化したことから、様々な課

題が残っていることから残務整理のつもりで要

求を前進させていく必要があるが、いずれにし

ても皆さんと連帯して奮闘していく決意を表明

しました。

第２３回中央委員会では、承認され納得のい

かない回答には断固闘っていくなど提案された

審議事項は満場一致で承認され成功裡に終了し

ました。

３月６日、共同センターは、上野区民会館に

東京・埼玉・京都・大阪から１０名の幹事が集

まり幹事会を開催しました。

幹事会では各地方の１９春闘取り組み状況の

他、６月に予定している中央行動の申し入れ先

や要請内容を議論しました。

警察庁には高齢者講習でゴールド免許保有者

の不満が高まっていることや講習の予約待ちが

多いことから講習免除などメリット制の導入を

要請する旨の意見が出されました。
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１９春闘日程

３月14日(木）要求提出

20日(水）第１回交渉

28日(木）第２回交渉

４月３日(水）第１回闘争・第９回合同会議

４日(木）第３回交渉

11日(木）第４回交渉

12日(金）第一波統一行動

17日(水) 第２回闘争・第10回合同会議
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３月１５日、本部から津田委員長と熊谷書記長は、流山支部に新社屋の視察を兼ねた１９春闘激

励行動を実施しました。流山は２０１７年１２月に隣の土地に建てた新校舎に移転しコースも新し

くなりました。激励行動の前には校長に表敬訪問を行い、丁寧に新校舎の案内を受けました。その

後、昼休みに職場集会を行い、津田委員長と熊谷書記長は「流山は人口増加や組合員の努力もあり

入所者数が増加している。組合員の団結も強いことからますます反映すると確信している。今後も

優良な労働を提供しながら、必ず賃金・労働条件改善を果たそうと激励を行いました



自動車や電機業界が昨年より力強さにかける春

闘となる様相を呈していますが、人手不足が深

刻化している物流や外食産業では、人材確保に

向け積極的な賃上げを行う企業が出ています。

物流大手の福山通運は、９日に約１３，００

０人のトラック運転者に対して前年の３倍とな

る月額７，５００円の大幅なベアを実施するこ

とで妥結しました。３月分の給与で全社員（約

２万人）に一律５０，０００円を支給するなど

人員確保に向けた待遇改善を進めています。さ

らに、ヤマト運輸はベアと定期昇給を含めて８，

０５２円の賃金引き上げで妥結したと発表しま

した。

外食産業も同じで、「餃子の王将」は月額１

２，６７７円で妥結。「すき家」のゼンショウ

ホールディングスは初任給を２１万円から５，

０００円アップで妥結しています。

日本商工会議所の調査では、全国の中小企業

で人手不足を訴えたのは１８年で６５％に達し

ました。人手不足によって経営に直結する事態

も起こっており、余裕はないが賃金を絞り出さ

なければならないと回答する業者もいます。

自教業界も人手不足は深刻化しており、人材

確保のための賃上げや労働条件改善は必須と考

えられます。

※回答はベースアップ額（定期昇給額は別途）
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●福山通運 月額 ７，５００円（ベア）

●ヤマト運輸 月額 ８，０５２円（定昇＋ベア）

※トラック運転手は長時間労働・低賃金が敬遠

さ れ、１月の有効求人倍率は３．０３倍。

●王将フード 月額１２，６７７円

●ゼンショウホールディングス

初任給５，０００円アップ


